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De Fauw, Jeffrey, et al. "Clinically applicable deep learning for diagnosis
\ and referral in retinal disease." Nature medicine 24.9 (2018): 1342. y
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Original

PR DHTE

Actual: 57.6 years
Predicted: 59.1 years

Poplin, Ryan, et al. "Prediction of cardiovascular risk factors from retinal fundus
L photographs via deep learning." Nature Biomedical Engineering 2.3 (2018): 158.
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
眼科領域におけるAI開発はおおむね以下のように整理出来ます。

最初に血管抽出などの基本的な処理を開発します。それらは診断の基本となります。
次に研究者らは眼底病変を初めとする眼疾患の診断を試みます。
そして将来的には、AIは眼疾患以外にも目を向けるようになり、我々の目標であるHealthcare through the Eyeが実現されます。
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Courtesy: Carol Cheung, MD, Courtesy: Kishike Ohkoshi, MD,
Chinese University of Hong Kong St.Luke’s International Hospital
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
AIを実現するうえで最も大切なデータの質を確保するのに、誰が操作しても一定レベルの質のデータが取得できるように、装置の側の進歩してきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
AIエンジンの学習には膨大な数のデータが必要ですが、医療現場で蓄積されているデータの多くは、残念ながら精選されておらず質的には問題があります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ただし、これらの精選されていないデータデータでも、何とか学習に利用することはできないでしょうか。
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Collaboration with ABEJA
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
目指すべきゴールは、例えば眼底スクリーニング・アプリによって、患者が病変を持っているかどうかの「画像レベル」での判定と、さらにその病変が画像中のどこにあるのかまで提示する「ピクセルレベル」での判定です。


Collaboration with ABEJA
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここでさらに、この眼底スクリーニング・アプリを、精選されていないデータだけを使って、AIアルゴリズムの学習を行わせることが出来ればベストです。


Collaboration with ABEJA

Challenges X
+RRBEDT—5

train test

Stagel: disease specific detector: Healthy/Glaucoma/AMD

number of subjects

training dataset 2000 Healthy
2000 AMD
2000 Glaucoma

test dataset 600 unknown

[EEhCPRVEDT—F

Stage2: non-disease-specific detector: Healthy/Diseased
train test

number of subjects

training dataset 50 Healthy
50 Diseased
test dataset 400 unknown
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このプロジェクトは２つステージから成っています。
・ステージ１　十分な数の既存データで、学習及び検証を行う
・ステージ２　上記に比べてはるかに少ない数のデータで学習を行う。このため転移学習が有効な手立てとなる


Collaboration with ABEJA
Challenges

Stagel: disease specific detector: Healthy/Glaucoma/AMD

train test

number of subjects

training dataset 2000 Healthy
2000 AMD
2000 Glaucoma

test dataset 600 unknown
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test

Challenge 1: No pixel-level ground truth

Stage2: non-disease-specific detector: Healthy/Diseased

number of subjects

training dataset 50 Healthy
50 Diseased
test dataset 400 unknown
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
チャレンジ　#1
学習用のデータは精選されたものではありません。ピクセルレベルの診断結果が欲しいのですが、学習時には画像レベルのラベルしか与えられません。このため情報の不足により、学習そのものが非常に難しくなります。

※画像レベルのラベルとは、その画像に対して、例えば疾患眼であるか正常眼であるかのように、
　ただ1個のラベルだけがあるもの
※ピクセルレベルのラベルとは、その画像に対して、例えばアノテーション･ツールなどを用いて、
　それぞれのピクセルがアノテーションされているもの


Collaboration with ABEJA
Challenges

Stagel: disease specific detector: Healthy/Glaucoma/AMD :
train test

number of subjects

training dataset 2000 Healthy
2000 AMD
2000 Glaucoma

test dataset 600 unknown
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Stage2: non-disease-spe ealtny/D Lo

Challenge 2: Different Resolution

train test

number of subjects

training dataset 50 Healthy
50 Diseased
test dataset 400 unknown
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
チャレンジ#2
学習用のデータは精選されたものではありません。数多く存在する既存データと我々の新しいデータでは、解像度も画角も違います。要するにそれぞれ異なった情報を持っているということです。このためそれらの情報の違いによって、学習が非常に難しくなります。


Collaboration with ABEJA
Challenges

Stagel: disease specific detector: Healthy/Glaucoma/AMD _
train test

number of subjects

training dataset 2000 Healthy
2000 AMD
2000 Glaucoma

test dataset 600 unknown

Stage2: non-disease-specific detector: Healthy/Diseased
test

number of subjects

training dataset 50 Healthy
50 Diseased
test dataset 400 unknown
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
チャレンジ#3
学習用に非常に限られた数の新規データしかない場合です。ステージ１では6000画像以上を使いますが、ステージ2では、わずか100画像しか使いません。


Collaboration with ABEJA
Challenges

Stagel: disease specific detector: Healthy/Glaucoma/AMD

test

number of subjects

training dataset

2000 Healthy
2000 AMD
2000 Glaucoma

test dataset

600 unknown

Challenge 4:

Stage2: non-disease-specific detector: Healthy/Diseased

Different Categories

number of subjects

training dataset

50 Healthy
50 Diseased

test dataset

400 unknown
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
チャレンジ#4
ステージ１とステージ２に対する、グラウンドトルースラベルは異なっています。ステージ２では２つしかありませんが、ステージ１では３つのカテゴリーがあります。このため異なった情報を管理するというところで難しさがあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
画像中の病変部が正しく抽出されたかどうかを学習するためには、医師によって作成された教師データが必要となります。学習に用いられる画像の数は膨大であり、医師がどれだけ少ない労力で、正確な教師データを作成（アノテーション）できるかどうかは、極めて重要な鍵になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その観点からは、ABEJA様のアノテーション･ツールは、非常に画期的なものです。

・Webベースでありユーザーは一切のインストール作業は不要
・アノテーションの大きさは、ブラシの大きさを変更するだけで、自由に変えられる
・複数の異なった病変に対して、複数のアノテーション・レイヤーを使える
・アノテーション結果の表示／非表示を簡単に切り替えられるので、異なった病変のアノテーションがより容易に単に行える

といった特徴があります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
世界で初めてAI診断のFDAを認可を受けた米国IDxのホームページでも、眼底の撮影にはTRC-NW400を使用すべきことが明記されています。装置（センサー）とAIの連携により、これま不可能だったことが、可能になった一例です。
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Exclusive agreement with US IDx Technologies Inc.”

m FDA approved “Autonomous Al diagnosis system”
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Retina images by
NW400

Diagnose Diabetic Retinopathy automatically

r:
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Upload on a Cloud

>
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(General Practitioner)
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\.

Al automatic

diagnosis

10808 Ansbyuse Raport

@ Early detection, early treatment / Improvement of medical efficiency and quality

‘wnl Joint press announcement (October 23, 2018)

Center of the picture)
IDx Technologies Inc. CEO and Founder Mr.Michael D. Abramoff, MD, PhD

*US venture company which develops algorithm of the disease detection based on retina or OCT image

Announcing strategic alliance for
Autonomous Al diagnostic system
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
米国においては、この関係をさらに強固なものとすべく、トプコン社とIDx社との戦略的なアライアンスも行われています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに今後AIをどんどん普及させてゆくうえでは、それぞれの装置とAIが雑多に導入されるのではなく、それらをしマートに実装するプラットフォームが重要です。トプコンとアベジャは、そういったプラットフォームの有用性に関する検証も進めています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プラットフォームの全体のイメージの例ですが、いろいろな種類のヘルスケアサービスがあり、眼科だけでなく放射線や内視鏡なども含めて、AIが簡単に実装・利用が可能となる姿を目指しています。
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